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お
知
ら
せ

不
法
投
棄
は
い
け
ま
せ
ん

私
た
ち
の
生
活
に
伴
っ
て
排
出
さ
れ

る
廃
棄
物
が
、
河
川
や
山
林
に
、
も
し

く
は
、
人
目
を
忍
ん
で
他
人
の
土
地
へ

勝
手
に
捨
て
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て

い
ま
す
。
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
行
為

を
防
止
す
る
た
め
、
職
員
に
よ
る
パ
ト

ロ
ー
ル
や
不
法
投
棄
防
止
看
板
を
設
置

す
る
な
ど
の
ほ
か
、
不
法
投
棄
監
視
体

制
を
強
化
す
る
た
め
、「
宮
城
県
タ
ク

シ
ー
協
会
石
巻
支
部
」、「
市
内
郵
便

局
」、「
石
巻
地
区
森
林
組
合
」
と
情

報
提
供
の
た
め
の
協
定
を
結
び
、
山
林

や
市
街
地
を
監
視
す
る
体
制
を
と
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
投
棄
物
や

投
棄
者
を
発
見
し
た
場
合
に
は
、
速
や

か
に
石
巻
保
健
所
お
よ
び
警
察
署
な
ど

の
関
係
機
関
に
通
報
す
る
こ
と
に
よ

り
、
不
法
投
棄
を
未
然
に
防
止
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
不
法
投
棄
禁
止
違
反
の
場
合

は
、
５
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
、
１
、

０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ

ま
す
。

問
　
廃
棄
物
処
理
課
　
1
９６
‐
６
８
１
４

粗
大
ご
み
は
集
積
所
に
は
出
せ
ま
せ
ん

粗
大
ご
み
は
個
別
に
予
約
を
し
て
か

ら
の
有
料
各
戸
収
集
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
集
積
所
へ
粗
大
ご
み

を
出
さ
れ
る
方
が
い
る
よ
う
で
す
。

集
積
所
へ
出
さ
れ
た
粗
大
ご
み
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
迷
惑
と
な
る
だ
け

で
な
く
、
不
法
投
棄
と
な
り
、
取
り
締

ま
り
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
お
間
違

い
の
な
い
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
　
廃
棄
物
処
理
課
　
1
９６
‐
６
８
１
４

7
月
は
「
河
川
愛
護
月
間
」
で
す

川
の
環
境
を
守
り
、
安
全
で
美
し
い

川
の
せ
せ
ら
ぎ
が
い
つ
ま
で
も
残
せ
る

よ
う
に
、「
河
川
愛
護
」と「
河
川
美
化
」

へ
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。ま

た
、
河
川
清
掃
な
ど
美
化
活
動
を

さ
れ
る
方
々
に
対
し
て
、
国
土
交
通
省

で
は
積
極
的
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

問
　
国
土
交
通
省
北
上
川
下
流
河
川
事

務
所
涌
谷
出
張
所

1
０
２
２
９
‐
４２
‐
２
３
１
７

市
民
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
１８
年
３
月
末
の
人
口
・
世
帯
数

に
つ
い
て
は
、
市
報
５
月
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
集
計
方

法
が
変
わ
り
、
３
月
末
人
口
・
世
帯
数

を
次
の
よ
う
に
修
正
し
ま
す
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問
　
市
民
課
（
内
線
２５８
）

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に

基
づ
く
届
出
の
縦
覧

（
仮
称
）イ
オ
ン
石
巻
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
（
蛇
田
西
部
土
地
区
画
整
理

事
業
１５
街
区
）
の
新
設
に
伴
い
、
そ
の

届
け
出
の
内
容
を
縦
覧
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間

９
月
２６
日
c
ま
で

（
土
日
祝
祭
日
を
除
く
）

縦
覧
場
所

石
巻
地
方
県
政
情
報
コ
ー

ナ
ー
ま
た
は
商
工
観
光
課

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
　
宮
城
県
産
業
経
済
部
食
産
業
・
商

業
振
興
課
　
1
０２２
‐
２１１
‐
２
８
１
１

消
費
生
活
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

〈
賃
貸
物
件
の
敷
金
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
〉

賃
貸
ア
パ
ー
ト
や
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン

の
退
去
時
に
、
入
居
の
際
に
支
払
っ
た

敷
金
を
大
幅
に
上
回
る
修
繕
費
用
を
請

求
さ
れ
た
と
い
う
相
談
が
数
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

国
土
交
通
省
の
作
成
し
た
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
で
は
、
経
年
劣
化
や
通
常
の
使
用

に
よ
る
損
耗
な
ど
の
復
旧
に
つ
い
て
は
、

貸
主
が
行
う
も
の
と
定
め
て
い
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
入

居
・
退
去
時
に
お
け
る
物
件
の
状
況
を

よ
く
確
認
し
、
写
真
な
ど
で
記
録
を
残

し
て
お
く
こ
と
や
、
契
約
内
容
に
つ
い

て
貸
主
と
借
主
で
十
分
な
話
し
合
い
を

持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

も
し
、
敷
金
な
ど
に
関
す
る
こ
と
で

問
題
が
生
じ
た
場
合
は
、
消
費
生
活
相

談
室
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
　
消
費
生
活
相
談
室
　
1
２３
‐
５
０
４
０

（
直
通
）・
1
９５
‐
１
１
１
１
（
内
線
３１９
）

問問 問

問問

問

3月末人口・世帯数の修正 

 人　口 169,284人 169,587人 

 男 81,799人 81,976人 

 女 87,485人 87,611人 

 世帯数 59,065世帯 59,169世帯 

修正前 修正後 

電源地域の企業立地支援制度 電源地域の企業立地支援制度 Ⅰワークサポートに加入しませんか Ⅰワークサポートに加入しませんか 
　電源地域の振興を図ることを目的に、企業に対する優遇制度があります。 
◆電源過疎地域等企業立地促進事業費補助金 
　市内（合併前の旧石巻市、旧河北町、旧雄勝町、旧牡鹿町の区域内）に
工場、事業所などを新設または増設した場合、生産または営業用の施設
（建物・建物附属設備・構築物）または設備（機械装置・備品）などが補
助対象になります。 
主な要件 
・企業（申請者）が所有する生産または営業用の施設または設備であること 
・新設または増設に伴い、雇用者（雇用保険の一般被保険者）が３人以上
増加することなど 
募集時期　現在時期については未定。 
　平成１８年度中に工場、事業所などを新設または増設の計画をしている場
合には、当補助金に該当する場合がありますので、お問い合わせください。 
◆原子力発電施設等周辺地域企業立地支援給付金 
　平成１８年４月１日以降、市内に工場、事業所などを新設または増設し、
電力会社との新規契約・変更契約などを行った場合、支払った電気料金
が対象となります。 
主な要件 
・新設に伴い、電気の供給が開始していること 
・増設に伴い、契約電力が継続して増加していること 
・新設または増設に伴い、雇用者（雇用保険の一般被保険者）が３人以上
増加することなど 
募集時期　９月頃 
※平成１８年４月１日から９月３０日までの電気料金の支払い分が対象とな
ります。 
申・問　企業立地推進課　1２１‐２０２１ 
　　　　財団法人電源地域振興センター　1０３‐５４０５‐８１１６ 

◆Ⅰワークサポート（財団法人石巻地区勤労者福祉サービスセンター）は、
石巻広域圏（石巻市、東松島市、女川町）の事業主と勤労者の福祉向上を
目的として、平成９年４月１日に設立され、国と２市１町の支援を得て
運営している団体です。 
　従業員が少ない、仕事が忙しいなど、単独では実施しにくい福利厚生
を、Ⅰワークサポートが代わって必要な事業を実施しています。 
●東京ディズニーリゾートツアー、ビアパーティー、ボウリング大会、
パソコン教室などの各種イベントに会員価格で格安参加することがで
き、他の勤労者との交流を深めることができます。 
●県内はもとより、他県にいたるまでⅠワークサポート割引指定店があり、
会員証の提示などにより各種施設・店舗を割引価格で利用できます。 
●加入対象：２市１町で働く事業主および勤労者 
●入会金・会費：（会員１人につき）入会金500円、月会費700円 
※また、&宮城県労働者福祉基金協会から助成金として、新規加入事業
所の入会会員１人あたり5,000円の助成を受けることができます。 
◎もっと詳しく知りたい、加入したいと考えている方はお問い合わせく
ださい。 
問　財団法人石巻地区勤労者福祉サービスセンター　1９３‐９２３８ 
　　ｅ‐ｍａｉｌ：kinrou@ishinomaki.info　ＵＲＬ：www.ishinomaki.info/kinrou/

アイ 

申 問 

問 

ボジョレ・ヌーボーと秋の味覚を楽しむ会 東京ディズニーリゾートツアー 
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お
知
ら
せ

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

７
月
１８
日
C
〜
８
月
３１
日
E

夏
は
、
体
力
の
消
耗
が
激
し
い
こ
と

に
加
え
、
夏
休
み
を
利
用
し
た
家
族
旅

行
な
ど
長
距
離
運
転
や
過
労
運
転
で
の

事
故
の
多
発
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ゆ
と

り
あ
る
計
画
で
、
安
全
運
転
に
努
め
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
暴
走
族
の
危
険
性
・

迷
惑
性
を
訴
え
、
通
報
な
ど
に
よ
り
暴

走
族
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

問
　
防
災
対
策
課
（
内
線
５２１
）

・
各
総
合
支
所
総
務
企
画
課

花
火
は
楽
し
く
安
全
に

花
火
は
き
れ
い
で
楽
し
い
も
の
で
す
。

で
も
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
と
危
険
な
も

の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
花
火
を
楽
し
く

安
全
に
遊
ぶ
た
め
に
次
の
こ
と
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

①
花
火
に
書
い
て
あ
る
「
遊
び
方
」
を

必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

②
大
人
と
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

③
風
の
強
い
と
き
は
花
火
遊
び
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

④
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
一
度
に
た
く
さ
ん
の
花
火
に
、
火
を

付
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
点
火
に
は
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
を
使

わ
な
い
で
、
ロ
ー
ソ
ク
や
線
香
で
点

火
し
ま
し
ょ
う
。

⑦
花
火
を
人
や
家
に
向
け
た
り
、
振
り

回
し
た
り
す
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

⑧
花
火
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
る
の
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

問
　
消
防
本
部
予
防
課

1
９５
‐
７
１
１
１
（
内
線
２１７
）

問問

「みやぎ県民大学」県民大学」学校開放講座学校開放講座 「みやぎ県民大学」学校開放講座 

■開幕セレモニー 
　と　き：７月11日C　午後2時30分 

　ところ：石巻市民会館　大ホール 
　内　容：法務大臣からのメッセージ伝達、ビデオ上映ほか 
 

問　社会福祉協議会　1９６‐５２９０ 

と　き　８月11日F　午前９時～午後６時 

ところ　石巻文化センター 
定　員　50人〔先着〕（再講習者含む） 
受付期間　７月18日C～８月１日C 

受付場所　最寄りの消防署、分署、出張所 
　　　　　（印かんを持参ください） 

受講料　無　料 
※詳細はお問い合わせください。 
 

問　消防本部警防課　1９５‐７１１１（内線２２１） 

 

固定資産税　2期 
国民健康保険税　4期 
納期は、7月31日（月）です。 

今
月
今
月
の

税
金
税
金 

今
月
の

税
金 

“社会社会を明るくする運動”運動” “社会を明るくする運動” 
石巻市実施委員会 

7月は強調月間です 

第56回 

重点目標 「犯罪・非行の防止と更生の援助のため、 

　　　　　地域住民の理解と参加を求める」 

統一標語 「ふれあいと　対話が築く　明るい社会」 

～上級救命講習会のご案内～ 

身につけませんか！応急手当て身につけませんか！応急手当て 身につけませんか！応急手当て 

　宮城県生涯学習活動の一環として、今年も水産高校で学　宮城県生涯学習活動の一環として、今年も水産高校で学校開放講座を実施します。校開放講座を実施します。 

　ぜひこの機会に水産高校をのぞいてみてください。　ぜひこの機会に水産高校をのぞいてみてください。 

講 座講 座 名　「宮城の海・船・魚を学ぶ」「宮城の海・船・魚を学ぶ」 

講座内容講座内容　７月２２２２日（土）　パソコンを使った乗船用ネームプレート作成　　パソコンを使った乗船用ネームプレート作成　 

　　　　　　　　　　７月２９２９日（土）　豪華実習船による仙台湾クルージング　豪華実習船による仙台湾クルージング 

　　　　　　　　　　９月　９　９日（土）　波についての講義・実験、万石浦でのフィールドワーク　波についての講義・実験、万石浦でのフィールドワーク（潮干狩り）（潮干狩り） 

対　　象対　　象　小学生以上の県民で３回出席できる方（親子での参加歓　小学生以上の県民で３回出席できる方（親子での参加歓迎）迎） 

申込期間申込期間　７月７日　７月７日Fまでまで 

申込方法申込方法　氏名、住所、電話番号、年齢、性別、志望の動機を記入　氏名、住所、電話番号、年齢、性別、志望の動機を記入してしてFAXFAX、Ｅメールにて。にて。 

　　　　　　　　　　Ｅメール　kaihou@miyagisuisan.myswan.ne.jpkaihou@miyagisuisan.myswan.ne.jp　　　　FAXFAX：２４‐１２３９ 

※詳しくは、学校のホームページをご覧ください。　※詳しくは、学校のホームページをご覧ください。　http://miyagisuisan.myswan.ne.jp/ http://miyagisuisan.myswan.ne.jp/ 

問　宮城県水産高等学校　問　宮城県水産高等学校　124-040424-0404

　宮城県生涯学習活動の一環として、今年も水産高校で学校開放講座を実施します。 

　ぜひこの機会に水産高校をのぞいてみてください。 

講 座 名　「宮城の海・船・魚を学ぶ」 

講座内容　７月２２日（土）　パソコンを使った乗船用ネームプレート作成　 

　　　　　７月２９日（土）　豪華実習船による仙台湾クルージング 

　　　　　９月　９日（土）　波についての講義・実験、万石浦でのフィールドワーク（潮干狩り） 

対　　象　小学生以上の県民で３回出席できる方（親子での参加歓迎） 
申込期間　７月７日Fまで 

申込方法　氏名、住所、電話番号、年齢、性別、志望の動機を記入してFAX、Ｅメールにて。 
　　　　　Ｅメール　kaihou@miyagisuisan.myswan.ne.jp　　FAX：２４‐１２３９ 

※詳しくは、学校のホームページをご覧ください。　http://miyagisuisan.myswan.ne.jp/ 

問　宮城県水産高等学校　124-0404

受講料 
無料 

問 

問 

問 

宮城県水産高等学校から のお知らせ 

行
政
に
つ
い
て
の
困
り
ご
と
相
談

国
を
は
じ
め
、
行
政
へ
の
仕
事
や
Ｎ

Ｔ
Ｔ
な
ど
の
特
殊
法
人
の
仕
事
に
つ
い

て
の
苦
情
や
意
見
・
要
望
に
つ
い
て
の

相
談
に
応
じ
、
そ
の
解
決
の
お
手
伝
い

を
し
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

６
月
１
日
付
け
で
、
総
務
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
委
員
は
次
の
方

で
す
。

（
敬
称
略
）

北
上
地
区
　
阿
　
部
　
勝
　
秋

問
　
広
報
広
聴
課
（
内
線
２１２
）

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等
の

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

の
実
施
に
つ
い
て

試
験
期
日

１１
月
６
日
b

試
験
場

仙
台
合
同
庁
舎
（
予
定
）

試
験
科
目

国
語
、
社
会
、
数
学
、
理

科
、
外
国
語
（
英
語
）

試
験
方
法

a
試
験
方
法
は
、
筆
記
（
視
覚
障
害
者

に
つ
い
て
は
点
字
）
と
し
ま
す
。

s
障
害
に
よ
り
、
試
験
の
実
施
に
際
し

特
別
の
配
慮
を
必
要
と
す
る
場
合

は
、
別
途
こ
れ
を
協
議
し
ま
す
。

合
格
発
表

１２
月
１２
日
c
を
予
定

そ
の
他

受
験
希
望
の
方
は
、
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
　
県
教
育
委
員
会
1
０２２
‐
２１１
‐
３
６
４
２

ま
た
は
市
学
校
教
育
課
（
内
線
３３４
）

問 問


